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等
で
こ
の
外
に

用
水
路
の
か
へ
壊
等
の
被
害
が

約
千
二
百
八
十
万
円
に
の
ぼ
り

ま
す
。
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八
月
十
九
日
の
水
害

去
る
十
九
日
、
降

b
続
い
た
濠
雨
で
、
市
内
貫
流
の
各
河
川
が
増

水
、
角
川
八
幡
橋
、
片
貝
板
橋
等
の
流
失
を
は
じ
め
、
各
所
に
田
畑

の
流
失
、
堤
防
の
欠
壊
、
道
路
の
崩
壊
等
が
あ
っ
て
、
そ
の
被
害
は

際

費

関

係

約

二

億

九

十

八

万

国

市

費

関

係

約

一

億

三

百

二

十

八

万

回

合
計
三
億
四
百
二
十
六
万
円
代
の
ぼ

b
ま
し
た
。

市
の
関
係
被
害
を
挙
げ
て
み
ま
す
と

報広
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f巴

懸

賞

'募

集

富

山

博

魚

津

曾

場

ポ

ス

タ

ー

明
年
開
催
の
富
山
博
魚
津
会
場
の
ポ
ス
タ
ー
を
左
の
要
領
で

募
集
し
て
い
ま
す
。

ーロ

1
.
水
族
舘
の
、
印
象
深
い
魚
津

と
く
に
海
洋
観
光
を
表
現
し
興
味
と
魅
力
あ
る
も
の

2
.
富
山
博
魚
津
会
場

ィ
.
会
期
昭
和
二
十
九
年
四
月
十
一
日

t
六
月
四
日

ロ
、
会
場
魚
津
市
大
町
海
岸

つ

魚

津

市

を
適
当
に
挿
入
の
ご
と

3
.
形

状

は

縦
三
尺
五
寸
積
二
尺
五
寸

4
.
紙
質
は
強
靭
な
も
の
で
、
色
形
は
十
色
以
内

5
.
宛

先

は

市
役
所
内
富
山
博
魚
漕
会
場
事
務
局

6
.
締

切
昭
和
二
十
八
年
九
月
二
十
日

7
、

賞

金
一

等

三

万

円

一

名

二

等

一

万

円

一

名

三

等

五

千

円

一

名

8
.
設

表

入
選
者
は
書
面
で
通
知

9
.
応

募

心

得

ィ
、
応
募
作
品
は
返
戻
し
な
い

ロ
、
版
権
そ
の
他
一
切
の
権
利
は
会
場
事
務
局
が
取
得
す
る

ハ
、
火
災
そ
の
他
不
可
抗
力
に
よ
り
段
損
叉
は
滅
失
し
て
も

責
に
任
じ
な
い
。

早

月

川

の

濁

流

と

堤

防

欠

壊(浅

生

古
利
慈
興
院
大
徳
寺
五
の
ニ

cc..懇

そ
こ
で
有
頼
は
次
第
に
奥
山

に
わ
け
入
り
、
其
の
夜
は
岩
聞

に
宿
り
、
翌
朝
岩
映
の
林
に
至

っ
て
、
一
人
の
老
人
に
遇
う
。

右
に
剣
を
提
ぎ
ハ
ひ
き
ぎ
〉
左

に
念
珠
を
持
っ
て
日
〈

『
汝
の
尋
ぬ
る
白
鷹
は
今
「
横

江
の
林
の
中
に
在
り
」
L
c

一
有
頼
は
不
思
議
に
思
い
「
あ
な

一
た
は
誰
れ
で
す
か
」
と
尋
ね
る

τと
、

一
老
人
答
え
て
日
く

一
「
我
は
汝
を
守
護
す
る
伏
山
堂

一
の
神
な
り
」
と
c

一
そ
こ
で
有
頼
は
合
掌
し
恭
し
く

一
肌
拝
し
て
仰
げ
ば
、
其
の
袈
忽

一
ち
消
え
て
無
し
。

一
有
頼
不

町
議
謀
、
ァ
認
さ
丹
羽
ん

h

-

:目、
¥
f
i
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〈
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Y
巾

f
A
V
宇一

一
思
議
に
思

削
減
心
一
べ
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一
い
次
第
に

ぞ
綴
脱
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圃
圃
圃

一
深
山
に
分

問幽
掴
圃
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田

一
け
入
り
、

織りぶ
川
園
園
田
園
園

一尋
ね
る
こ

“綴

幽
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と
し
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し

総

務
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一
に
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巌
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一
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幾
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シ
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週

一
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一
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。
ゃ
れ

仔
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一
嬉
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し
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R
R
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な
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m
m
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一
の
大
熊
駈

綴
様
、
総
司
氏
九
円
滋
綿
織

一
け
て
来
て

.山総ふ

mwwv~v一
山
制
緩

一
将
に
白
騰

、
議
況
が
お
語
、
今
、
討
議
諒

一を
欄

ハ
っ
か
む
〉
ま
ん
と
し
た

一有
頼、
は
一
矢
を
つ
か
え
て
、
び

一
っ
と
放
て
は
、

矢
は
あ
や
ま
た

一
ず
熊
の
胸
を
射
る
。
血
を
流
し

一
て
玉
戸
の
窟
ハ
い
わ
や
〉
に
入

る
c
有
頼
窟
の
中
を
窺
い
見
れ

ば
弥
陀
、
観
音
‘
大
勢
至
の
三
尊

光
明
を
放
っ
て
現
わ
れ
、
異
香

四
方
に
議
る
。
恭
し
く
礼
拝
し

て
頭
を
上
げ
る
と
、
阿
弥
陀
如

来
の
胸
に
矢
が
立
っ
て
血
が
流

れ
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
自
分

の
放
っ
た
矢
で
あ
る
。
有
頼
大

い
に
驚
き
且
つ
怪
ん
で
其
の
わ

け
を
尋
ね
る
と
、

如
来
有
頼
に
告
げ
て
日
く

「
我
濁
世
の
衆
生
を
救
わ
ん
為

め
十
界
を
此
山
に
現
わ
し
汝

を
待
つ
。
'故
に
有
若
を
し
て

当
国
の
主
と
な
ら
し
む
る
こ

と
亦
方
便
な
り
。
鷹
は
即
ち

銅
山
力
尾
の
犬
神
ハ
銅
ケ
獄

鎮
座
の
手
力
雄
命
〉
な
り
。

熊
は
汝
を
守
護
す
る
我
な
り

汝
速
か
に
出
家
し
て
当
山
を

開
く
べ
し
」
と
a

そ
こ
で
有
頼
早
速
説
法
ケ
原
五

智
寺
の
慈
朝
法
師
に
謁
し
「
受

戒
」
し
て
名
を
慈
興
と
改
め
、

瑳
勝
寺
に
坊
庵
を
結
び
、
保
の

伏
山
堂
の
神
霊
を
其
頂
上
に
移

し
て
安
置
し
、
立
山
権
現
と
称

し
日
夜
乱
拝
し
た
。

有
頼
は
父
有
若
に
発
心
を
勧

め
て
、
伏
山
堂
の
館
を
嫡
子
太

良
有
直
に
諮
り
、
父
子
と
共
に

今
の
片
員
川
の
南
岸
に
一
宇
を

建
立
し
て
慈
興
寺
と
称
し
た
。柳の老樹跡

'

遺の山伏の
.、保

二
人
は
此
の
寺
に
あ
っ
て
仏

道
を
修
行
し
、
斯
る
広
大
無
辺

の
仏
法
を
ぜ
し
て
、
迷
を
離
れ

悟
り
得
る
の
は
、
聖
徳
太
子
の

御
恩
徳
で
あ
る
と
、
慈
朝
法
師

の
奉
安
す
る
太
子
の
御
自
画
を

請
い
、
朝
夕
恭
敬
尊
重
し
奉
る

こ
れ
即
ち
当
寺
の
宝
と
し
て
伝

来
す
る
御
画
傑
で
あ
る
。

慶
雲
三
年
ハ
西
紀
七

O
六〉

四
月
文
武
天
皇
は
佐
伯
有
頼
入

道
慈
興
に
.今
の
片
員
布
施
の
郷

を
永
く
子
孫
に
賜
う
詔
を
蒙
り

之
を
寺
領
と
し
た
。

有
頼
入
道
没
後
は
嫡
子
太
良

有
直
、
父
入
道
の
志
を
慕
い
「

浄
忍
」
と
号
し
父
慈
興
の
仏
閣

を
、
斉
沢
村
ハ
い
つ
ぎ
ざ
わ
)

ハ
経
団
〉
に
穆
し
、
専
ら
仏
道

を
修
め
て
世
を
終
る
口

ハ
次
号
に
つ
づ
く
)



(2) 

一県
下
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
の

夏
季
道
路
愛
護
週
間

一一で
、
市
に
お
い
て
は
次
の
要
領

の

実

施

に

つ

い

て

一
に
基
き
、
支
所
毎
に
決
め
ら
れ

道
路
愛
護
週
間
と
な
る
と
、

一
た
日
に
愛
護
作
業
を
実
施
す
る

い
つ
も
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

一
こ
と
に
し
て
お
り
ま
ず
か
ら
御

多
大
の
成
果
を
挙
げ
て
お
り
、

一
協
力
下
さ
る
様
御
願
い
し
ま
す

感
謝
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

一

司

山

り
ま
す
。

一
1
.
除
草
作
業

一

の

り

均

/

市
道
も
砂
利
道
で
あ
る
関
係

一

路

肩

及

び
法
面
の
草
を
刈

上
、
大
雨
に
な
る
と
欠
壊
し
た

一

取
り
他
え
捨
て
る
こ
と

世=========三==三一========-==三三三三三==三
===
=====三=一=三======三広

川
夏
季
側
岡
倒
閣
岡
岡
山

酬

九

月

七

日

よ

り

酬

川

九

月

十

三

日

ま

で

帆

川

道

路

愛

護

作

業

を

実

施
叩

昭和 28年 9月1日発行季R
り、

路
面
が
損
傷
し
た
り
、
被

害
も
多
ペ
、
市
と
し
て
は
鋭
意

補
修
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
一

一閣
の
御
協
力
に
よ

り
紘
一持
の
完
全
を
期
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

2
，
路
間
整
備

路
面
の
凹
凸
を
制
援
す
る

こ
と

3
、
排
水
作
業

側
溝
の
清
掃
を
行
い
路
面

の
排
水
を
図
る
こ
と

間

二
ぷJ

こ
-

d

手
よ
・
山
・4t
持

政
川
l
J
I
7
4
J
d
H
l

ィ
x
j

て
る
こ
と

4
、
道
路
上
の
物
件
の
撤
去

道
路
に
放
置
し
て
あ
る
物

件
は
全
部
撤
去
す
る
と
と

広市

今
度
九
月
七
日
か
ら
十

三
日
ま
で
の
一
週
間
夏

季
道
路
愛
護
作
業
が

津

ま
ぐ
ろ
延
縄
出
漁
船
築
出
帆

函
館
、
花
咲
を
根
拠
地
に

釧
路
、

魚

出

漁

船

、

魚

津

港

を

出

帆

す

(昭和27年 9月開)
第三種郵便物認可

魚
津
市
の
出
漁
舶
は
、
北
洋
方
面
の
鮭
鱒
流

網
撫
業
を
終
了
し
た
の
で
、
一
応
魚
津
港
に
帰

港
し
た
が
、
第
二
回
目
の
出
漁
と
し
て
、
北
海

道
釧
路
捲
を
根
拠
と
し
、
太
平
洋
を
漁
場
と
し

て
活
躍
す
る
ま
ぐ
ろ
延
縮
漁
業
に
、
第
五
三
島

丸
ハ
魚
津
水
産
所
有
〉
第
三
有
磁
丸
ハ
魚
崎
義

雄
所
有
〉
第
八
珠
の
浦
丸
(
中
島
長
治
所
有
〉
第

五
美
登
丸
ハ
横
田
一
郎
所
有
U

柳
田
丸
ハ
新
川
漁

業
所
有
〉
:
:
:
:
:
:
北
海
道
函
館
潜
附
近
を
根

拠
と
す
る
い
か
釣
漁
業
に
、
第
六
珠
の
浦
丸
、

諏
訪
浦
丸
、
第
五
有
磯
丸
、
第
八
有
磁
丸
、
第

三
三
島
丸
、
第
三
上
口
丸
、
美
登
丸
:
:
・
:
・
.

花
咲
港
を
根
拠
地
と
す
る
さ
ん
ま
棒
受
納
漁
業

に、

栄
吉
丸
、
第
ご
事
代
丸
等
各
般
の
大
半
が

大
漁
民
を
掲
げ
、
勇
躍
魚
津
港
を
出
帆
し
た
。

大
部
分
十
二
月
帰
港
の
予
定
で
あ
る
。

(第27号)

たも弱般るのの芳下
ののかにも、 乏 ばり
は念つ充の過しし
遺 装 た分が肥きかね
憾蹄り とあ等もらっ
での蹄はりののぬな
あもの 云手管肋もき
る の 管 へ入 理張 の等

iEC等 理 ず 運 粗 のやの
聾 が不、動漏少、体
Z!: ぁ良 肢 はにい体型
号 つながーよも 郡 上

現 ヂ|二日て設漁葎漁指
在出、きの業市 港 定 さ ‘
'修 E全 た必 発漁は申き
築孝 闘 が 要 展業、 請 に
事 氏漁 、性の 部 市を 第
業 等 港 今を母落長し二
継一審度 力胎のもて 種
続行議去説 た 特 上 い 漁
中が会る強る殊京た 潜
の 来 議e二 制漁 性し角と
経魚員 十さ 港 か て 川 し
問 、長 五 れ建ら魚尻 て

関 に 画 は 定 で の 漁
す賛の特 査、 視港
意意説に 調魚察を
見を明そを 揮を視
の得が の行ハ 終 察
交てあ必?っ角え
換 一 つ要 た川た続
が行 た性。尻後い・
あ・とがと市〉、て
つ建、建長 漁角 魚
た設大設か港川津
o 1- い計ら詣尻 港

第

二
回
畜
産
共
進
会
の

審

査

の

概

況

一
、
【
乳
牛
】
出
品
さ
れ
た
牛

は
成
牛
、
三
頭
、

特
牛
入
頭
で

産
地
別
に
見
る
と
、
木
県
産
七

頭
、
新
潟
県
三
頭
、
北
海
道
産

一
頭
で
昨
年
と
比
較
し
て
一
般

牛
絡
が
向
上
致
し
て
お
り
、
特

に
資
質
乳
徴
の
良
好
な
も
の
が

見
ら
れ
た
。

然
し
優
秀
な
資
質

の
血
統
の
牛
で
、

飼
養
管
理
技

術
が
こ
れ
に
伴
っ
て
居
な
い
た

め
に
優
秀
性
を
充
分
発
揮
し
得

な
い
牛
が
見
受
け
ら
れ
た
。
将

来
之
等
の
飼
い
方
化
研
究
と
遺

伝
因
子
を
表
示
す
る
種
牝
牛
の

選
択
に
付
い
て
の
研
究
が
必
要

で
あ
る
。

一一、

{
和
牛
戸

鳥

取
県
産

一一

頭
、
兵
庫
県
産
一一頭
、
本
県
産

四
頭
で
審
査
は
体
担
資
質
、
飼

養
管
盟
状
態
に
つ

い
て
其
の
優

劣
を
見
た
が
、
一

般
に
栄
養
発

育
良
好
で
、
管
理
も
亦
良
好
な

も
の
が
多
か
っ
た
。

三
、
F

馬
}

北

海
道
産

一
七
顕

岐
阜
県
産

二
則
、
長
野
県
産

一

頭
で
、
容
査
方
針
は
接
馬
と
し

て
の
必
要
な
棋
準
と
体
型
を
具

備
じ
、
飼
育
管
理
、
就
中
手
入
、

た
動
、
設
協
釘一寸
飢
育
者
の
努
力

結
果
に
主
点
を
程
い
た
が
、
昨

年
に
比
し
総
休
的
に
進
歩
の
跡

を
競
え
る
は
路
ば
し
い
。
農
馬

の
選
定
、
発
育
、
栄
謎
等
概
ね

良
好
だ
が
一

部
過
高
の
も
の
や

肩
づ
き
不
良
、
胸
前
狭
小
、
尻

家
族
の
同
住
苧
り
を
受
け
て
魚
津
港
を
出
航

つる 察もそありを横 下 袈のに根三にで中基保混こ
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角
川
尻
漁
港
等
視
察

き

じ

の

ひ

な

を

ら

賞

接

さ

れ

、

猟
鳥
と
し
て
も

放

し

ま

す

一
な
く
て
は
な
ら
ぬ
烏
で
あ
る
o

我
が
凶
の
き
じ
は
全
世
界

か
一
こ
の
鳥
は
北
海
道
を
除
く
似
内

一各
地
に
陵
息
し
て
い
る
。
当
魚

一津
市
に
も
以
前
は
相
当
座
忌
し

猟
期
に
は
全
閣
か
ら
狩
猟
者
が

集
り
賑
わ
っ

た
も
の
で
あ
る
が

一

近
年
は
殆
ど
ー
へ
の
議
守
見
る
こ

と
も
出
来
な
い
枚
減
少
し
た
。

こ
れ
を
こ
の
ま
L

放
任
し
て
お

く
と
、
此
の
地
方
で
は
き
じ
肉

で
舌
鼓
を
打
て
な
く
な
る
ば
か

り
で
な
く
、

各
地
か
ら
狩
猟
家

の
来
市
も
望
め
な
く
な
る
の
で

、
今
度
市
猟
友
会
は
市
の
協
力

で
農
林
省
と
大
日
本
猟
友
会
・へ

き
じ
の

ひ
な
分
説
方
申
請
し
た

処
、
九
月
上
旬
分
譲
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
口

此
の
ひ
な
は
直
に
市
内
に
勝

烏
し
こ
=
一
年
禁
猟
し
叱
繁
殖
を

図
る
こ
と
に
し
て
い
る
か
ら
、

三
年
後
を
楽
し
み
に
こ
れ
が
繁

殖
に
御
協
力
下
さ
い
。

漁

港

審

議

会

委

員

一

同

八
月
末

ji--十

五

回

ま

で

一

八
月
十
一
日
(
火
〉

一
全
二
十
二
日
ハ
土
〉

一

東
京
大
学
教
授
理
学
博
士
小

一

魚
津
駅
改
築
促
進
委
員
会
開

一

林
貞
二
氏
思
設
林
視
察

一

催

一

全
十
六
日
ハ
日
)

一
全
=
十
三
日
ハ
日
〉

↑

岩
手
県
小
山
村
長
等
町
村
合

一

下
野
方
地
区
忠
現
碑
除
幕
式

一

併
視
察
の
た
め
来
市

一

並
に
慰
霊
祭
に
市
長
出
席

一

全
十
七
日
ハ
月
)

一
全
二
十
四
日
ハ
月
〉

一

富
山
県
都
市
民
生
事
業
協
議

一

市
議
会
建
設
委
員
協
議
会
、

一

会
を
本
市
に
お
い
て
開
催

一

厚
生
委
員
協
議
会
開
催

一

全
=
十
日
(
木
〉

一

県
議
会
農
地
委
員
等
水
害
地

一

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

一

視
察
の
た
め
来
市

一

建
設
省
高
級
事
務
官
、
中
井

一
全
二
十
五
日
(
火
〉

一

技
官
、
県
道
路
諜
中
坪
技
師

一

井
出
漁
港
審
議
会
委
員
長
等

一

等
公
共
事
業
竣
工
検
査
の
た

一

魚
津
港
‘経
団
漁
港
、
角
川
船

一

め
来
市

・

一

滴
施
設
を
視
察
の
た
め
来
市

一

県
体
魚
津
市
選
手
間
壮
行
会

一

農
地
局
上
回
技
官
、
財
務
局

一

を
西
部
中
学
に
お
い
て
開
催

一

吉
岡
事
務
官
等
六
月
水
害
査

一

全

三

十

一
日

ハ
金
〉

一

定
の
た
め
来
市

有
線
放
送
協
議
会
開
催

，

制
一
肌
引
い
水
害
義
援
金

八
月
二
十
一
日
現
在

金
四
、
六
七
五
円

加

積

支

所

管

内

金
二
、

0
0
0円真

成

寺

町

町

内

金
一
五
.
=
一
四
五
円

片

貝

支

所

管

内

金
一
五
.
一
七
O
円

松

倉

支

所

管

内

金
六
二
二

O
円天

神

支

所

管

内

金
四
一

O
円

上
野

方

支

所

管

内

金
一
、
五
九

O
円

寺

町

町

内

金
二
九

O
円

上
野
ガ
第
六
生
産
組
合

金
六

O
O円

下
新
二
区

町

内

金

四

六

七

円

上

町

二

区

町

内

金
一
一

、
八
一
一
一
一円

市

役

所
職

員

計
五
入
、
五
七

O
円

合
計
一
八
八
、
九
九
五
円

家
畜
市
況
(
八
月
)

ハ
下
畜

連

調

〉

&
め
を
.
か

a
f

@
市
街
の
あ
ち
こ
ち
に
自
転
車

が
放
置
さ
れ
て
い
る
。
せ
ま

い
道
路
に
あ
っ
て
は
な
お
更

危
険
と
の
上
も
な
い
こ
と
。

道
路
上
の
子
供
の
遊
戯
等
と

共
に
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う

@
地
鉄
電
鉄
魚
湾
駅
に
電
車
が

入
る
と
降
り
る
客
よ
り
乗
客

の
方
が
先
に
と
ド
ア

1
に
押

し
合
.い
、
へ
し
合
い
。
さ
も

な
け
れ
ば
一
人
が
や
っ
と
通

れ
る
程
、
子
供
を
か
L

.
へ
た

婦
人
は
突
に
気
毒
な
位
い
。

危
険
こ

の
上
も
な
い
こ
と
で

す
。

断
然
止
め
ま
し
ょ
う
。


